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し ずく 、 始 動 。 


類 を 含め た すべ て の 生命 の 営み は 、 海 洋 、 大 気 、 陸 地 間 の 水循環 
2 われ て いま す 。 し か し 、 今 後 地球 温暖 化 が 進む と 気候 変動 
に よっ て 水 の 循 環 に も 変動 が 起こ り 、 大 雨 や 洪水 な どの 自然 災害 、 
森林 や 農地 、 生 態 系 の 破壊 、 飲 料 水 や 工業 用 水 の 不足 な ど 、 私 た ち 
の 生活 に 大 き な 影 響 を も た ら す と 懸念 され て いま す 。 第 一 期 水 循環 
変動 観測 衛星 「 し ずく 」 は 、 地 球 規模 の 水循環 の 変動 を 長期 間 に 
わた っ て 観測 する 人 工 衛 星 で す 。 高 性 能 の マイ クロ 波 放射 計 に よっ て 、 
水 の め ぐり を 宇宙 か ら 見 つめ ます 。 私 た ち が 安 全 で 豊か な 暮らし を 
実現 し 、 か けが え の な い 地 球 を 守っ て いく た め に 一 一 。 打ち 上 げに 向 
け て 準備 が 進む 「 し ずく 」 プロ ジェ クト へ の 意気 込み と 期待 を 、 中 川 
敬三 プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ と 、 観測 デ ー タ の ユー ザー に 聞き まし た 。 


界 最大 の 直径 約 2m の アン テ ナ を 使っ て 地球 規 

模 で 水 の 動き を 観測 する 、 第 一 期 水循環 変動 
SA 気候 変動 を 診断 し 、 ど ん 
症状 が 出 て いる の か 、 その 原因 は 何 か を 調べ 
5 現在 「 し ずく 」 は 打ち 上 げ を 目指 し て 種子 
島 宇 宙 モ セン ター で 調整 中 。「 地球 環境 変動 観測 ミッ ショ ン の 先 
駆け と し て 成功 させ た い ] と 意気 込む 中 川 敬三 プロ ジェ クト マ 
ネー ジャ に 、「 し ずく 」 ミッ ショ ン に つい て 聞き まし た 。 グラ ビア 
ペー ジ に は 追 力 の 機体 写真 も 公開 し て いま す の で あわ せ て 


ご 覧 くだ きい 。2011 年 1 月 、「 こ う の と り ] 2 号機 打ち 上 げ の 際 、 


第 2 段 ロ ケッ ト の 制御 落下 実験 が 行わ れ 、 見 事 に 成功 を 収め 
まし た 。 機体 を 安全 な 場所 に 落下 させ る 技術 は スペ ー ス デブ 
リ 対策 に ち つ な が り ま す 。 気鋭 の 若手 開発 員 3 
人 に 、 苦 労 の 連続 だ っ た シス テム 作り か 
ら 緊張 の 本 番 ま で 直撃 取材 し まし た 。 
誌 裏面 を 元気 な 笑顔 で 飾っ て く 
れ た の は 、 映 画 お か えり 、 は や 
ぶさ 」 で 宇宙 に 憧れ る 小学 生 を 演 
じ た 前 田 姓 志郎 くん 。 筑 波 宇 宙 
モン ター で 実物 大 の 人 工 衛星 模 
型 を 見 学 し 、 宇 宙 飛 行 士 訓 練 体 
験 に も チャ レン ジ , JAXA の 子供 
向け WEB サイ ト 「]AXA クラ 
ブ ] も あわ せ て 、 楽 し い 体験 レポ 
ー ト を ご 覧 くだ きい 。 
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つい の つつ 選 休 / 区 の 郭 芸 短 ロ A ト 
呈 刺 つか ら り 呈 岡 d 間 "紅型 写 
ロ り 反証 全 全 信 K の 7 で マ 〇 のり 想 mu 
で や 構 量 扶 6 元 選 や 下 測 選 全 
ae っ ) | ( 燥 ) 

「 押 代 人 で KS で GSH た へ 尿 波 
人 Sx*o で っ 玉 移 や ら つ 羽 OS で 
へ 公 ー 和 8 星 世 つ りら っ QG ぐ の" 選 
Q り sp シ で PH 穴 へ 系 多紀 全 つ 丸 
ざ 国 固 会 いっ "会計 下 つつ 3 が 6 


つ 忍 | (泉田 ) 
ト へ 中 本 


信貴 で P あ 凡 多 の 店 圧 衝 的 列 を 
公 角 胡 ら 舞 想 " 肖 に 補 末 G 円 症 簡 


つ 蓋 者 9 粗 半 詳 ロ で 思 ン 6 
世 還 SDKG り っ 全 ら か T セ ヘ を 
弟 宝 " 指 範 所 G 家 環 の つ K さ ー ド K 吉 玩 
で らら で 4 の" 

「HA 人 AAS 揺 縮 王 ロ ” 挫 に 叩 須 
思 困 公 固 因 d 称 編 w「 中 條 SH ネト 
ら りり つの 志 で ウン 宮 丸 " 控 に y 
GSG 型 管 守ら G 民 栄 雷 や 
生 全 の 心 避 屋代 人 SG や で の つ 


忍 ] ( 失 田 ) 


制御 落下 の シナ リオ 


製 中 右 公 ぶさ G 世 窓 旦 還 昧 
つり コー 先 和 り 代 祭 で リリ ー 
ペ 一 N へ を 二天 型 つ 丸 絶 の 部 
圧 療 恒 本 計 斑 雪 ら 半 法 軌 ロ 罰 部 
ぐ " 鞭 和 を G8 の で 5 抽 sar を wo 張 
HEG ] 中 公 斑 二 ロ 失 志 お の ぐ つつ 
人 で で の 呈 抽 選 G 編 避 人 8 環 軍 鶴 球 
党 人 る" 

Nusosyso ロ ヘー267 選 宮 G 由 玉 
り 毛 ぐい ウズ 昌吉 選 Sn 二 先 


信 り 吉橋 呈 り 代 守っ や 走 ぶ て 
SEEUEEmE に YNSEEEWESS こ まさ 
*9" | ペー へ へ 人 ベー ロリ 宗 eno- く > の 
no960427 Ao 篤 N 逢 人 ト 和 地 
めき っ ペー へ AS ベ ー^ 頻 っ 油層 
避 G 忠 告 ス 和 守 6G 畠 畠 < く 有史 釣 宗 め 
や 06 の SS の へ 系 で ヘ ーー 中 時 盾 
に "ロー ピロ mS 中 大 べ 書 G 祥 十 
ちゆ の >osca 理 吉 凡 思 め yo 疲 園 人 所 7 


落下 予想 域 


あり ます し 、「 すざく] は 今 、 ブ ラッ ク ホ の 銀河 の 超大 質量 ブラ ッ ク ホ ー ル を する こと も 、 と て も いい 刺激 に な っ て ッ プ ル 宇 宙 望 遠 鏡 が 撮影 し た 木 蜂 に 生命 が 存在 する か どう か を 考え する こと も あり ます 。 こ れ か ら ゃ 、 
ー ル を 研究 する ベス ト の 観測 装置 の 調べ た 例 が あり ます 。 こ れ ら の ブラ ッ いま す 。 や 土星 の 美しい オー ロラ を 、 皆 さ る 上 で も 、 惑 星 の 磁気 圏 の 研究 が この 分 野 の 研究 を 続け て いき た い 
w 1 つ で す 。 そ れ に ブラ ッ ク ホ ー ル の 専 ク ホ ー ル か ら 来 る X 線 と 赤外線 に 詳しい 研 究 内 容 は こち ら ん も ご 覧 に な っ た こと が ある と 思 と て も 重要 に な る と 思い ます 。 と 思っ て いま す 。 
8 門 家 も た くさ ん いま す 。 も ちろ ん 、 日 "は 、 あ る 関係 が ある こと が 分 か り まし  : 本 中 | 3 提 家 RETRI 居 半 co 寺 いま す 。 今 、 カ ッ シ ー ニ 探査 機 が 私 は 、 宇 宙 科 学研 究 所 (ISAS) の 詳し い 研究 内 容 は こち ら 
土星 を 周回 し て 観測 を 続け て お 幅広 い ア クティ ブ な 活動 に と て も  : 本 きり | 3 淵 MCE 町 層 Wee2e だ 5 


エネ ルギー 天文 学 の 分 野 で 実績 が 


デー タ を 使っ た 研究 と し て は 、 多 数 


た ちと お 茶 の 時 間 に い ろ い ろ な 話 を 


いっ た 外 惑 星 の オ ー ロ ラ で す 。 ハ 


す 。 これ か ら は 、 こ うし た 系 外 惑 星 


衣 国 United Kingdom 


て いる 人 が いる の で 、 一 緒 に 研究 


関 ブチ 5 ガ の 磁 木 時 サ 
す フ タ 大 1 = ンド の 大 学 で 物理 学 を 学 本 の 文化 に も 興味 が あり まし た 。 た 。 こ うし た 研究 は 、 ブ ラッ ク ホ ー ル ギリ ス の レス ター 大 学 で 。 り 、 土 星 の オ ー ロ ラ に つい て は 新 良い 印象 を 受け まし た 。 観測 機器 研 気 星 1 還 4 
る ソル メル "すず | ダ ま 人 生 C の クン フリ フラ リク ボー が 9 全 軸 は 湊 け る の 崩 の 村人 を 知 2FCGCS 大 宇宙 物理 学 を 学び 、 今 は し い 情 報 が どん どん 入っ て き て い を 設計 し 、 探 査 機 を 打 ち 上 げ 、 デ ー 究 岡 j も 
研 ク 用 仙 ボ リン 大 学 で 大 体重 理学 お 専攻 じ ま 。 こす で きま せん が S ブラッ クボ ー ル 事 で す 。 - 惑星 の 磁気 半 や オー ロラ の 研究 を ます 。 その た め 、 私 は 特に 土星 に タ を 集め 、 理 論 の モデ ル を 作る 。 科 ダ 起 ド 
ク 直 い 時 シ し た 。 こ こ に 来る 前 に は 理化 学研 究 に 落ち て いく と き に 、 臭 大 な 光 や 熱 を ISAS を 最初 に 訪れ た と き に は 、 し て いま す 。 子供 の ころ か ら 宇 宙 興味 を も っ て いま す 。 学 分 野 の 人 と 工学 分 野 の 人 が 一 緒 星 マ 
プレ ] た だ 光 ギヤ | 所 に いま し た 。 専門 は 高 エ ネル ギー 出し ます 。 そ の た め 、 ブ ラッ ク ホ ー ル 建物 に 入っ た ホー ル に 、 ロ ケッ ト や 控 に は 興味 を も っ て いま し た 。 磁気 圏 は 太陽 か ら の 高 エ ネル に 仕事 を し て いる の が 印象 的 で し イ レ ョ ン 

ルル 上 ク | 天文 学 、 特 に ブラ ッ ク ホ ー ル を 研究 を 光 や 赤外線 、X 線 、 ガ ンマ 線 な ど 査 機 な ど た く さん の 展示 品 が 並ん で オー ロラ は 太陽 か ら 飛 ん で きた ギー 粒子 か ら 惑 星 を 守っ て いま た 。[「 は や ぶさ 」 が 戻っ て きた と き 9 ] 

に 大 し て いま す 。 で 投 別 で きる の で す 。 私 は ISAS の いる の が と て も 印象 的 で し た 。 非 電子 や イオ ン が 惑星 の 磁気 較 に つ す 。 磁 気 圏 が な けれ ば 、 生 命 は 和 生 ” は 、 す べ て が エキ サイ ティ ング で こ ロ 

ー 文 私 が 日 本 に 来 た 大 き な 理由 の 1 、X 線 グル ー プ や 赤外線 グル ー プ と に 幅広 い 分 野 で 研究 が 行わ れ て い か まり 、 大 気 に 突 入 し て 光 を 出す きら れ ま せん 。 で すか ら 、 と て も 大 し た 。 何 千 人 も の 人 が カプ セル を ツ ご 

吾 つ は 「 す ざく | や [あか り ] の デー タ を 一 緒 に 研究 る し て いま す 。「 す ざく | る こと が 分 か っ た か ら で す 。 自 分 の 専 こと に よっ て 現れ ます 。 私 が 主 に 事 な 存 在 で す 。 現在 、 太 陽 系 以外 見 る た め に 待っ て いま し た 。 ク ア 

の 使う た めで し た 。 日 本 は 伝統 的 に 高 の X 線 デー タ と 「 あ か り ] の 赤外線 門 以外 の 人 も 含め て 、ISAS の 人 研究 し て いる の は 、 木 星 や 土星 と の 惑星 系 が 次 々 と 見 つか っ て いま JAXA に も 土星 や 木星 を 研究 し ス 


世界 トッ プレ ベル の 共 手 研究 者 を 拘 際 し 、 


が 特に 重要 な の で 、「ASTRO-H] に 
非常 に 期待 し て いま す 。 ISAS で そ 
の プロ ジェ クト に 関わ る こと が で き 
る の は 、 私 に と っ て 非常 に 意味 が あ 
る こと で す 。 

いろ いろ な 分 野 の 研究 が 行わ れ て 
いる こと が ISAS の 大 き な 魅 力 で 
す 。 私 は 惑星 科学 の セミ ナー に 参加 
し た こと が あり ます 。 そ の セミ ナー 
の 研究 者 と は 最初 は 話 を する だ け で 
し た が 、 そ の うち 論文 を 交換 する よ 
うに な り ま し た 。 自 分 の 分 野 以外 の 
人 と 議論 を で きる こと は と て も い 
い 経 験 だ と 思い ます 。 
詳し い 研究 内 容 は こち ら 
ん ま 23EHESGI 、 の 0000 20 


o 一 ラン ド の ヤ ゲ ロニ ア 大 学 
や で 物理 学 を 学ん だ 後 、 天 体 
物理 学 を 専攻 し まし た 。 高 エネ ルギー 
天文 学 が 専門 で 、 ブ ラッ ク ホ ー ル や そ 
こ か ら 出 て くる 高 エ ネル ギー ジェ ッ 
ト の 研究 を し て いま す 。 
最初 は 理論 の 研究 を し て いた の で 
す が 、 す ぐに 実際 の 観測 デー タ が 大 
事 で ある こと に 気が付き 、 宇 宙 に 観 
測 衛星 を 送っ て いる ヨー ロッ パ や ア 
メリ カ の 研究 者 と 一 緒 に 仕事 を する 
よう に な り ま し た 。 現 在 、 フ ェ ル ミ ・ 
ガン マ 線 天文 衛星 の 国際 チー ム の メ 
ン バ ー に な っ て いま す 。「 す ざく 」 の 
広帯域 X 線 デ ー タ も 非常 に 重要 で 
すか ら 、 日 本 に 来る こと に な っ た の 


も 自然 の 流れ と いえ ます 。 

ブラ ッ ク ホ ー ル に は 2 種類 あり ま 
す 。 1 つ は 星 の 進化 の 最終 段階 に で 
きる も の 。 も う 1 つ は 銀河 の 中 心 に あ 
る 大 質量 ブラ ッ ク ホ ー ル で す 。 私 は 
後者 に 興味 を も っ て いて 、 特 に 、 その 
ブラ ッ ク ホ ー ル を エネ ルギー 源 と し 
て 吹き 出す 高 エ ネル ギー 粒子 束 「 相 
対 論 的 宇宙 ジェ ッ ト ]」 に 注目 し て いま 
す 。 今 、 ガン マ 線 で いろ いろ な 天体 が 
見 つか っ て お り 、 そ の 正体 を 調べ る 
研究 が 進ん で いま す 。 私 も 共同 研究 
者 と 一 緒 に 新しく 発見 し た いく つか 
の ガン マ 線 の 起源 が 、 ブ ラッ ク ホ ー 
ル 天 体 で ある こと を 確認 し まし た 。 
私 に と っ て ガン マ 線 や X 線 の デー タ 


ZeA1S ZSBn] 


> NO こよ ー 


ず 財 科学 の 発展 こ 真 油 - 
JAXA イン ター ナシ ョ ナル トッ プ 
ヤン グフ ェ ロ ー ン シッ プ の 取り 組み 


2009 年 度 か ら 始 まっ た 「JAXA イ ンタ ー ナ ショ ナル トッ プ ヤ ング フェ ロー シッ プ (ITYF)」。 
優れ た 若手 研究 者 を 国内 外 か ら 招 際 し 、 日 本 の 宇宙 科学 の さら な る 発展 と 国際 化 を 目指 す 制 度 で す 。 
広く 国際 公募 を 行っ た 結果 、 世 界 中 の 若手 研究 者 か ら 応募 が あり 、 競 争 率 20 倍 を 超え る な か 、 
2009 年 度 は 4 名 、2010 年 度 は 1 名 の 研究 者 を 採用 。 現在 相模 原 キ ャ ン パ ス を 拠点 に 活動 し て いま す 。 
研究 内 容 や 制度 を 利用 し た 感想 な ど を 、 そ れ ぞ れ の 研究 者 に 聞き まし た 。 


党 吾 き 科 宮 


還 S0S IABY 


本 汗 素 泊 


計 要 こ に 来る 前 は アメ リカ の 
も ご スタ ン フ ォ ー ド 大 学 に い 
まし た 。 ポス ドク と し て 、 高 速 気流 
中 の 乱 流 解 析 に 関わ る 研究 プロ ジ 
ェクト に 携わっ て いま し た 。 その 
間 に 、 研 究 者 と し て 独立 し た 環境 
で 独自 の 研究 を 進め た い 、 他 に も 
いろ いろ な 研究 を し た いと いう 思 
いも あっ て 、 こ の フェ ロー シッ プ に 
応募 し まし た 。 自分 の 好き な 研究 
を する こと が で き 、 研 究 費 も ある 
の で 、 研 究 者 と し て 独立 する 第 一 
歩 に な る と 思い まし た 。 と て も い 
い 環 境 だ と 思い ます 。 

私 の 研究 は 、 流 体 の 物理 学 で す 。 
例え ば 、 飛行機 や 宇宙 機 と いう の 
は と て も 速い スピ ー ド で 飛行 し ま 


す 。 する と 、 機 体 の 回 り の 流れ が 乱 
流 と 呼ば れる 状態 に な っ た り 、 衝 
撃 波 が 生じ た り し ます 。 こう し た 
現象 を 理解 し て お く こ と は 、 機 体 
を 設計 する 時 に 非常 に 重要 に な っ 
て きま す 。 そう いう 流体 の 物理 学 
の 基礎 的 な 研究 を し て いま す 。 手 
法 と し て は 理論 と 数 値 シ ミュ レー 
ショ ン を 組み 合わ せ て いま す 。 シ 
ミュ レー ショ ン に は 主 に 調布 に あ 
る JAXA の スー パー コン ピュ ー タ 
を 使っ て いま す 。 

最近 の 研究 で 、 乱 流 と 衝撃 波 を 
一 緒 に シミ ュ レ ーション する 方 法 
や 、 細 か い 渦 が た くさ ん 発生 する 
場合 ( 高 レ イノ ルズ 数 流れ ) の 計算 
の 方 法 を 提案 し まし た 。 これ まで 


困難 だ っ た 間 題 を 解く こと に 成功 
し た 、 イ ン パ クト の ある 研究 に な 
っ て いる と 思っ て いま す 。 この 成 
果 は ロケ ッ ト や 航空 機 だ け で な 
く 、 こ うし た 流れ 場 が 現れ る 他 の 
工学 的 な 問題 を 解決 する 上 で も 利 
用 で きま す 。 

日 本 に は 、 若 い 研 究 者 が 独立 し 
て 自分 の 好き な 研究 を する 環境 が 
少な い の で 、 こ の フェ ロー シッ プ は 
と て も 大 事 だ と 思い ます 。 この 機 
会 に 幅広 い 分 野 で よい 研究 を し 、 
将来 は で きれ ば 自分 で 研究 室 を 持 
っ て 、 今度 は チー ム と し て 研究 を 
発展 させ て いき た いと いう 希望 を 
も っ て いま す 。 


5 人 の プロ フィ ー ル は こち ら で も ご 覧 いた だ け ま す 。 (英語 ) http://www.isas.ac.jp/e/researchers/young-fellowship/fellows 
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*{ の 専門 は 天体 物理 学 で 
す 。 モ スク ワ の 大 学 で 理 
諭 物理 学 の 勉強 を し た 後 、 ド イツ 
の マッ クス プラ ンク 研究 所 で 高 エ 
ネル ギー 天文 学 の 研究 を し て いま 
し た 。 主 に ブラ ッ ク ホ ー ル や パル 
サー が 関係 し て いる 連 星 系 の 研究 
や 活動 銀河 の 研究 を し て いま す 。 
最近 まとめ た 、 か に 星雲 に ある パ 
ル サ ー に つい て の 論文 は 「 ネ イチ 
ャ ー」 誌 に 掲載 され まし た 。ISAS 
の 研究 者 と も 一 緒 に 研究 し て いま 
す 。 銀 河 系 中 心 の 巨大 分 子 雲 の X 
線 に 関す る 研究 や 、 ガ ン デ ィ さ ん 
ら と は GX-339-4 と いう 天体 の 
ジェ ッ ト 現 象 に 関す る 研究 に 携 わ 


り ま し た 。 

私 の 研究 は 主 に 理論 の 分 野 で す 
が 、 理 論 が 正しい か どう か を 検証 す 
る た め に は 、 実 際 の 観測 デー タ が 必 
要 で す 。「 す ざく 」 の デー タ は 日 本 
に 来る 前 か ら 使っ て いま し た し 、 日 
本 の | すざく] の 研究 者 と 一 緒 に 研 
究 し て いま し た 。 ISAS で は 現在 
の 「 す ざく 」 や 次 の 「ASTRO-H]」 の 
プロ ジェ クト 、 さ ら に その 他 の 天体 
観測 プロ ジェ クト に 関わ れる の が 
魅力 で す 。 特 に 「ASTRO-H] に は 
期待 し て いま す 。 き っ と 天文 学 に 
と っ て 画 期 的 な 成果 が 得 ら れる で 
し ょ う 。 

ITYF の シス テム は 、 研 究 の 自 


由 が た くさ ん ある の が 良い 点 だ と 
思い ます 。 ISAS に 来 て 気が付い 
た こと で す が 、 ド イツ と は 異 っ 
て 、 若い 研 究 者 が いく つも の プロ 
ジェ クト に 関わ っ て いま す 。 こ れ 
に は いい 面 と そう で な い 面 が ある 
と 思い ます が 、 若 い 研 究 者 は 広く 
経験 を 積む こと が で きる と 思い ま 
た 。 

「 は や ぶさ 」 の 帰 本 に つい て で す 
が 、 月 や 他 の 惑星 を 調べ る た め に 
野心 的 な 探査 機 を 設計 する に は 、 
難し いこ と に チャ レン ジ し 、 そ れ 
に 成功 する こと が と て る 重要 だ と 
思い まし た 。 
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TAE AA 才 証 押立 生 六 癌 喝 便 (JaxA) の 厩 男 も 
する チャ ン オ ルキ 敵 殺し まし た 。 バン シン ル ロ ケ オ 宮 
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スト リー ミン グ 映 像 
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AXA 宇宙 教育 セン ター で は 、 相 模 原 キャ ン 


肖 旧 の 示 の 一 朋 に ある スタ ジオ か ら 、 っ ーー] 
「 補 宙 教 育 テ レビ ] と いう イン ター ネッ ト 放 ea 


州 CY 講 人 d 旧 夫 〇 癌 還 
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RW 和音 990 ウ 9 


ノ 
送 を 時 々 実施 し て きま し た 。 こ の 和 機材 を 有効 活用 する / 
た め に 、 宇 宙 科 学研 究 所 と 宇宙 教育 セン ター の 担当 者 
が 協力 し て 、 動 画 配 信 サ ービス の USTREAM に JAXA 相 模 原 チャ ン ネ ル に は 、 ロ ケッ ト 開 発 の 歴史 や 、 
[JAXA 相模 原 チ ャ ン ネ ル 」 (http://Www.isas.jaxa. 「 は や ぶさ ] の 冒険 、 天 体 の 不思議 な ど 、 さ ま ざ ま な テー マ の 番組 が そろ っ て いる 


jp/tv_isas) を 開設 し まし た 。「 宇 宙 教 育 テ レビ | の 中 
継 以外 の 時 間 帯 に は 通常 は 教育 ・ 普 及 用 ビデ オ (100 
作品 を 超え る 数 が 登録 され て いま す ) の スト リー ミン 


NN 


ロー 固 陸 導 迄 で 


。 へ 加油 中 崩 .S 器 3 剖 岩 村民 は ささ へ 蛋 きけ ゴゴ 湖 田 性 毅 三 叶 


/( 融 悼 装 m) STNYmSamo 革 ーーoN St | 迷 尋 作 、 ロ ー 回 表 半 ※ で 
ot で rvo'r で 演 誠 Gto 箇 敵 S 動 時 , 記 び 攻 「 叶 」 


グ 配 信 を 行っ て いま す 。 ま だ 手探り 状態 で す が 、 観 測 口 ん だ 当 人 が その 場 に いれ ば ある 程度 の 応急 処置 を する TI の 
ケッ ト の 打ち 上 げ や 「 宇 宙 学 校 ] な どの 一 般 向 け の 主催 こと は 可能 で す が 、 毎 回 出張 し て も ら う こと も で き オ 相 ] 実 品 育 8 が 方 所 た ま 刺 層 た 十 き 表 端 タ 
イベ ント の 中 継 も 試み て いま す 。 ず 、 あ る 程度 [枯れ た ] シ ステ ム を 組ん で 手 の 空 いた 人 1 析 ト 6 用 水 タ 淡 た 模 見 ど 回 に 外 沸 を 青 ト 照 
この よう に 手作り で 試験 的 か つ 小 規模 に スタ ー ト し 間 が 気軽 に 運用 で きる よう に する 必要 が あり ます 。 こ | 模 AA に 準 っ 海 0 内 内 和 由 る の 人 生 清 い 和 多 半 全 史 
た 「JAXA 相模 原 チ ャ ン ネ ル 」 で す が 、 幸先 の よい こと れ に つい て は 改良 を 進め て も ら っ て いま す 。 上 か 央 半 と れ の 粉 で 緑 時 上 所 に 関 多 し と 3 を 外 消 
に 、 昨 年 12 月 10 日 皆 叶 月 食 と いう 好機 が 訪れ まし 一 方 で 、 こ れ ら 遠 間 地 で 行う 広報 イベ ント の 多く は プ 原 6 壮 要 じい た ちる 夫 控 の を と 水 を あ 像 寺 と い 條 放 沖 し 
た 。 計 行 的 に M-V ロケ ッ ト 脇 で 月 食 中 継 を 行っ た と こ リア ル タ イム 性 を 必要 と し な い の で 、 不 安定 な ライ ブ の ヽ る て だ あぁ を 写 に "し は 反 を メ か ご 3 言 " ち 水 ご し 
ろ 、 視聴 者 数 が 延べ 68 万 人 を 記録 し まし た 。 こ れ は 政 中継 に こだわ る 必要 は な いと も 考え て いま す 。 映 像 記 ナ At る 人 あ | 会 し PUI 0 と MIB 
人 定 部 市 で ある 相 栓 原市 の 人 口 に も 区 敵 す る 教 で 、 録 は 従来 か ら 継続 し て 行っ て いま す の で 、 島 画 デ ー タ 。 共 ば か と びー ビ ピ 生 光 抜 た し ふれ た 和 失 に 現 灯 プ ド 
USTREAM だ け で も 49 番組 あっ た と いう 当日 の 月 を 元 に 後日 落ち 着い て 配信 する こと も 並行 し て 進め た 。 0 Co 逢坂 卓郎 
食 中 継 の 中 で も 最大 の アク セス 数 と な り まし た 。 いと 思い ます 。 ン ント し 4 る を 国 ダ = 青 兆 に 日 Mnmhla 
外 に 出れ ば 誰 で も 肉眼 で 観測 で きる の に わざ わ さ 中 ジン ン が 際 % 人 へ 人 青 科学 研究 科 芸 術 学 系 孝 
継 を 見 る と いう の も 不思議 な 話 で す が 、 案 か っ た こと ノレ スリ リー ス の 解説 も 実施 ッ 生 5 1 です 向 あ の ン 演 原水 し 涯 授 。 2001 年 より JAXA ( 当 
も あり 、 ず っ と 屋外 に いて 月 食 の 推移 を 見 守る 人 より [JAXA 相模 原 チャ ン ネ ル ] は 私 た ち に と っ て は 自 ラン に 者 二 きま る る の 光 色 半 由 で AP 
も 、 中 継 を 見 な が ら 状 況 を 把握 し 、 ピ ン ポ イン ト で 屋外 前 の 放送 局 で す 。 番 組 ご と に 視聴 数 は 大 きく ば ら つ き ノレ の 混 っ きま 賠 放 も ン あ ぁ 7 が 湖 間 で の 芸術 の 可能 性 を 探 
に 出 て 自分 の 目 で 見 る と いう 人 が 多かっ た の で は な い ます が 、ISAS メー ル マ ガ ジ ン や Twitter、 記 者 向け の 了 湯 防 た う を シ が つ 未 を 計り いる れ RNN 
か と 解釈 し て いま す 。 手 作り 感 満載 の 解説 も 好評 だ っ お 知ら せな ど で の 告知 と 組み 合わ せ て 認知 度 を 高め る 1 の ンー ル ッ 軸 9 を 用 人 ぁ 光 る 文化 人 文 社 会 科学 利 
た よう で す 。 そ の 直前 に 相 失 原市 立 博物 館 で 行っ た 私 こと が で きれ は 、 強 力 な 情報 手段 と な り ます 。 ゆめ ち を 控 安 上 は 数 た っ 2 っ > で MT 重 況 し 水球 
の 「 皆 既 月 食 直前 ガイ ド 一 月 並み で な い 月 の 話 ] も 9 そこ で 、 研 究 成 果 の ウェ ブリ リー ス や ロケ ッ ト 実 験 実際 に 使用 し た も の と 同じ て に 手 ン 発 全 ふぁ バウ ら 則 赤 ほ 「SpiralTopl「 オ ー ロ ラオ 
万 人 を 超え る 方 に ご 覧 いた だ きま し た 。 会 場 で 生 で お な ど に 結 め て 、 文 字 情報 だ け で は な か な か うま く お 伝 ii イク 信人 。 持 シ 全 を 和仁 革 の て た だ 緑 が の NM 
聞き いた だ く の は 席 数 の 関係 で 150 名 程度 まで 絞り え で き な い 情報 を 、[JAXA 相模 原 チャ ン ネ ル ] を 通 
込ま な けれ ば な り ませ ん で し た が 、 こ の よう な 形 で 大 。 じ て タイ ムリ ー に 発信 する こと も 行っ て いま す 。 こ れ 『f ろ も が  、。。 は 柄 抽 2 基子 は を の の きま 以 安 1 が 注 た ふい の も 球 く 込 
勢 の 方 に 経験 いた だ けた こと を 嬉し く 思 いま す 。5 月 まで に X 線 天文 衛星 [すざく 」 の 研究 成果 や 、 赤 外線 天 2 訪 か ひこ の ル ヒ を 生 こ 記 授 0 大 べ 遣 き カ 初 製 な の し 1 る 遥 た す 増 の の 発 高 ' ミ 
の 金 環 日 食 で も 同様 の 取り 組み を 行い た いと 考え て い 電 還 1 の 届 和 s 本 ロ ケッ 0 バ 2 に 了 有 は な た き 年 5 で 8 2 業 に 見 の 以 抽 * て は が す の れ た 
ます 。 を 速報 的 に 解説 し て きま し た 。 記 者 レク を イン ター ネ 2 の に に れ に 真 人 エ る り 胃 ッ に て 人 WE い 第 0 導 混 る 上 8 
[枯れ た 」 シ ステ ム で Nb 細 半 4 欠 2 だ (お が が つて つれ の を ク こ ネ う 5 が 本 民放 こい 4 シミ が 
本 思 行っ て きた よう な 書き 込み を 通じ た 双方 向 コ ミュ ニ SAKAMOTO Seiichi 訳 デ 家 た あ 光 下 は そる ツ の ラ 博 か タ に たれ 十 を れ そこ ほ ク で 発 ク 
座 で も 気軽 に 運用 する た め に ケー ショ ン が 確立 で きれ ば 、 プ レス リリ ー ス の 新た な 宇宙 科 学研 究 所 教授 / 宇 科学 広 #? アッ く の 各 あめ る る 材 ノ の 生 1 発 ゲ 士 の ん と 計 事 拭 た 年 れ ち と ど な 見 交 を 
6 に 報 普 肥 主 幹 。 専門 は 電波 天文 学 、 きま 文 で を 商 人 ク 博 | 業 舎 ル 光 の は 下 の 感 し で う も 志 もら 5 暗 の えす 注 
勝手 の 知れ た 相模 原 キャ ン パ ス 内 で の 月 食 中 継 は う 形態 と な る の で は な いか と 考え て いま す 。 PP CET 人 ーー 埋 革 加 葵 。 向 と 研 ラ 士 べ 現 と タ 発 を 村 発 謝 た . 動 の 虹 画 は く で る る 入 
まく いっ た の で す が 、[ 宇 直 学 校 ] な ど 外部 で 行う イベ [JAXA 相 欄 原 チャ ン ネル ] は 進化 を 続け で いま す 。 た 広幸 活 を は じ め 、 ロ ケッ に 。 0 する この ルド モウ の と 2 を 下池 。 前 ら と で 。 の らち ep らき 
ント で は 、 会場 の イン ター ネッ ト 環 境 な ど が 必ず し も 未 体験 の 方 に は ぜひ ご 覧 いた だ く と と も に 、 今後 の 展  「 遇 場 周 辺 兆 民 と の 対話 や 国際 協 成 だ の い べ る 一 に 業 学 り 解 分 ク 損 ア 士 質 い 待 に ど た 訪 っ 輝 て 通 か 水 い 


らら ず ra 8 | ta カ な ど 「 た い が い の こ と ] に 挑戦 中 。 
整っ て は お ら ず 、 中 継が うま くい か な い ケ ー ス が 時 々 開 に どう ぞ こ ご 期待 くだ さい 。 写真 は 「 弾 既 月 食 直前 ガイ ド | 講 


発生 し ます 。 バ ラッ ク で 組ん だ シス テム で も 、 そ れ を 組 演 中 の 1 コマ 
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まま まま 
ヨ こ 矢 
半 う 箇 有 し ン と の Si 
重 人 た 全 9 する 
ュ AS ボロ 00 
に て る 量 則 機 き プ 室 久 
理 い た 探 往 の る ん ル 動 宇 
解く に 表土 同 普 友 電 遇 
を と に な 相 発 良 ど 理 開 
示 も ちもと は の 型 物 互 発 
ま 重 先 大 昌明 庫 を 昌 
し きみ 人 人 性 る 人 当 
た と ら な 人 を テ ち もち 科 相 
述 技 目 に 訴 1 帰 学 に 


ISS へ 地上 か ら 物 資 を 運ぶ 宇宙 ス 
テー ショ ン 補 給 機 「 こ う の と り ] 
(HTV) 。 スペ ー ス シャ トル が 退役 
し た 現在 、 大 型 の 船内 や 船 外 物資 
な ど を 運ぶ こと の で きる 唯一 の 宇 
宙 船 と し て 、 重 要 な 役割 を 担っ て い 
ます 。「 こう の と り 」 は 打ち 上 げ ご と に 
改良 が 加え られ て お り 、 3 号機 で は 
国内 の 先端 技術 を 採用 し た 国産 の 
推進 系 や 通信 機器 を 搭載 し 、 完 成 
形態 と な り ま す 。 種子 島 宇 宙 セ ンタ 
ー で は 、2012 年 度 前 半 に 打ち 上 げ 
予定 の 3 号機 の 準備 が 着 々 と 進め 
られ て いま す 。 今回 ISS へ は 、 食 料 
や 実験 用 品 な ど に 加え 、 水 棲 生 物 実 
験 装置 (AQH)、 小 型 衛星 放出 機構 
(]-SSOD)、 ポ ー ト 共有 実験 装置 
(MCE)、 NASA の 実験 装置 (SCAN 
Testbed) を 運び ます , また 、 再 突入 
時 の 温度 や 軌道 デー タ の 収集 を 上 9 
と し た 再 突 人 デー タ 収 集 器 も 搭載 し 、 
宇宙 か ら 物 を 回 収 す る 技術 の 研究 に 
役立て ます 。 
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左 ノ 種子島 宇宙 セン ター に 搬入 され る 「 こ う の と り ]3 号機 の 
電気 モジ ュー ル 右 プ プレ ス 公 開 さ れ た 小型 衛星 放出 機構 
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導き し 人 箇 拉 上 表 遇 
へ し は に こと 恋 りつ 際 訪 昌 
夢 い 省 長 と 伯 … て 年 問 彦 
に ビ 宇 期 述 険 上 行 笛 し 年 
つっ ジ 笛 滞 べ を 田 つ っ ス ま 宣 
な ネネ キ で 在 ま へ 佳 た テレ し 洲 
右 か ら 野 田 首相 、 
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被災 地 へ 人 工 衛星 回 線 を 提供 
岩手 県 感謝 状 


着 考 県 より 、 東 日 本 大 岩 災 時 の 
JAXA の 災害 支援 に 対し て 、 感 謝 状 
が 授与 きれ まし た 。 JAXA で は 、 震 
炎 直 後に 岩手 県 と 宮城 県 に 対し 、「 き 
ず な 」 と 「 き く 〈8 号 ] を 利用 し た 人 丁 衛 
星 回 線 を 提供 し 、 対 策 本 部 間 の TV 
会 議 や 住民 の 方 々 に よ る 安否 情報 
等 の 情報 収集 に 利用 る され まし た 。 ま 
た 、「 だ いち 」 に よる 画像 を 現地 炎 害 
対策 本 部 や 防災 関係 省庁 等 に 提供 
し 、 広 範囲 な 被害 状況 の 確認 に 役 立 
て られ まし た 。 ]AXA で は 、 東 日 本 
大 圭 災 へ の 災害 支援 踏まえ 、 各地 


駅 し ちゃ 会 ト 地 は か ま 
まう に 域 あ 呼 す 
巡 肥 いと を そ を も で り で デー 
り As も こ 伺 行 ま な 大 
ま 職 た つい わせ い 部 
8 で も まん 28 
さと くれ る る 皆 は 大 
こ 考 創る ん まぐ : き 
れる 市 基 と まん : た 
ら て も の れ ま お と べ 
も い ^ 相 合 な 住い ン 
還 も 巧 旧 を べき さく に 
を % に を 機 シ の と し 
講師 派遣 に 関す る ご 相談 
詳細 な お 問い 合わ せ は 、 
下記 アド レス まで 。 


http://Wwww.jaxa.jD/pr/lecture 
※ 職 員 の 業務 状況 等 に よっ て は 、 
必ず し も ご 希望 に 添え る も の で は 
ご ざい ませ ん の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 


の 自治 体 と も 連携 し た 大 規模 災害 時 
の 代 衛 星 回 線 の 利用 の 理解 ・ 普 及 
に 努め る 活動 を 行い 、 また 、「 だ いち 」 
の 後継 様 で も る 「 ALOS-2」 の 開発 、 
[ALOS-3] の 研究 を 進め る 等 、 様 々 
な 利用 の 実現 を 目指 し て いま す 。 
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賞 の 名 称 主催 ( 賞 を 授与 する 団体 ) 受賞 日 受賞 者 団体 受賞 内 容 
6 8 層 3 1 ・ 宇 直 工 学 の 分 野 で 機械 工学 に 関連 する 先 双 的 な 技術 開発 
AMG NAS 0 : また は 野 的 で 人造 性 あふ れる 活動 を 行っ た 個人 で ある と し て 
2011 征 日経 優秀 製品 ・ サ ービス 党 6 8 ・ 呈 軸 航空 研究 開発 機構 ノ 0 
30 周 年 和 別 賞 8 日 本 経済 新聞 社 2012/14 : 三 革 重 工 業 株 式 会 人 衛星 打ち 上 げ ロ ケッ ト 「H-IA] 
: : ・ : 世界 で 初め て 小惑星 の 微粒 子 を 採取 し た 小惑星 探査 機 | は や ぶさ | を 地球 へ 帰還 させ る こと に 
癌 0 1 ・ 成功 。 数 々 の トラ ブル に 見 掴 われ な が ら も 「 は や ぶさ ] を 7 年 後に 地球 に 帰 世 させ た 。 
RNN NR AM : チー ム 一 丸 と な っ た プロ ジェ クト へ の 取り 組み は 日 本 中 に 感動 と 元気 を 与え 、 
: : : : また イト カワ の 微粒 子 解明 が 大 陽 系 の 起源 解明 へ の 第 一 歩 に な る な ど 学術 面 で 貢献 し た 
Pr : 科学 技術 下 策 研 究 所 : 2011/1/17 : 森谷 横田 力 男 澤 田 : IKAROS に お ける 技術 開発 と 実生 実際 の 成功 
6 9 8 品 ・ 世界 初 の ソー ラー セイ ル 技 術 の た め の 大 型 膜 面 材料 ・ 展 開 機構 の 開発 お よび 光 圧 航法 の 
MS NM UM 0 : 宇宙 実証 を 行い IKAROS プ ロジ ェクト の 成果 に つなげ 日本 の 宇宙 工学 の 発展 買 献 し た と し て 
2010 年 度 朝日 党 : 朝日 新聞 文化 時 : 2011/1/27 :「 は や ぶさ | プロ ジェ クト チー ム : 産 官学 の 協力 に よる 世界 初 の 小 攻 探査 往 衝 飛行 
: ・ ・ 稲 谷 芳 文 、 石 井 信明 、 山 田 哲哉 、 : 小惑星 探査 機 「 は や ぶさ ] 搭載 の サン プル 回 収 カ プ セ ル に お ける 
2010 征 日 本 流体 力 学会 技術 近 ・ 日 本 流体 力学 会 : 2011/2/19 : 藤田 和央 、 本 田 雅 久 、 中 北 和 之 、 ・ 空力 過熱 環境 の 正確 な 把握 に 基づく 熱 防御 シス テム の 設計 
8 3 : 山崎 和 、 鈴 木 俊之 、 安 部 了 士 藤井 才蔵 : な ら び に この カブ セル が 再 突 人 か ら 地上 に 到達 する まで の 空力 設計 技術 
sa aa 際 : em ・ | 海 と 安全 No548| ( 桂 団 法人 日 本 海難 防止 協会 発行 ) に 寄稿 の 論文 [ 超 高 速 イン ター ネッ ト 衛 星 「 き ず な ] 
kd 6 MM : の 洋上 ブロ ー ド バン ド 通 信和 と 所 が 提 来 の 海 \ プ ロー ドバンド 入出 に 寄 す る と し て 
日 本 クリ エイ ショ ン 大 賞 ネバ パー・ ギ ブ ア ッ プ 買 。 : ( 動 日 本 ファ ッ シ ョ ン 協 会 。: 2011/3/11 :「 は や ぶさ | プロ ジェ クト チー ム : トラ ブル を 乗り 越え 旧記 し た 「 は や ぶさ | が 教え て くれ た 、 あ きら め な い 大 切 さ 
科学 技術 分 野 の 文部 科学 大 臣 表彰 科学 技術 特別 賞 ・ 文部 科学 大 臣 : 20114/11 :「 は や ぶさ ] プ ロジ ェクト チー ム : 小惑星 探査 機 [は や ぶさ ] の 地球 小惑星 間 往復 航行 と 地球 帰還 技術 の 確立 
利 学 技術 分 野 の 文部 科学 大 臣 表 彰 科学 技術 賞 。 : 文部 科学 大 臣 : 2011/4/11 : 中 宙 ス テー ショ ン 本 給 村 [こう の と り |(HTV) : 軌道 上 有人 施設 へ の ラン デブ ー ド ッ キ ング と 補給 技術 に 関す る 研究 
ゴー ルド ・ メ ダル 賞 特別 賞 H 読売 テク ノ フ ォ ー ラ ム H 2011/4/13 H 「 は や ぶさ | プロ ジェ クト チー ム : 「 は や ぶさ 」 に よる 小惑星 イト カワ へ の 往復 飛行 と 微粒 子 採取 の 成功 
日 本 航空 宇宙 学会 党 : : ・ 宇宙 ステ ーション 補給 機 
技術 賞 (プロ ジェ クト 部 門 ) 日 本 航空 宇宙 学会 3 2011/4/15 : [こう の と り |(HTV : 空 宇宙 の 発展 に 新 境地 を 拓 い た と し て 
第 20 回 日 本 航空 宇宙 学会 技術 賞 [基礎 技術 部 門 】 ・ 日 本 航空 宇宙 学会 : 2011/4/15 ・ 郭 東光 徳川 直子 、 吉 田 憲 司 ほ か : 超 音 束 機 空力 設計 デー タベース (NEXSTDB) の 構築 
Pa 日 本 航 宅 宙 学 人 : 20114/15 : 藤田 和 天 : 全角 と 分 光 計測 を 琶 合 し た プラ ズ マ 診断 技術 
第 20 回 日本 航空 宙 学 会 論 文 賞 日 本 航空 軸 学 会 : 20114/15 : 齋 導 健 一 : 一次 元 空力 弾 性 系 の 軍 音 電 線形 特性 に つい て 
の 8 ・ EFFICIENTPREDICTION OFHELICOPTERBVINOISEUNDER 
第 20 回 日 本 航空 学会 論文 日 本 航空 学会 : 05 』: 青 隊 天 他 3 名 : DIFFERENTCONDITIONSOFWAKEANDBLADEDEFORMATION 
二 便 し 宙 5 : 埋 : [ 克 性 乱 流 境 界 層 解析 に お ける LES/HANS ハ イブ リッ ド 法 の 適用 | 
若手 優秀 講演 連 日 本 航空 宇宙 学会 0 5 に : (第 42 期 年 会 講演 会 ) 共 著者 : 高 森高 治 、 高 瀬 慎介 
文部 科学 大 臣 表 彰 和 学 技術 特別 党 : 文部 科学 省 : 2011/4/20 : 川口 淳 一” 郎 、 稲 谷 芳 文 、 國 中 均 : 小惑星 探 査 機 | は や ぶさ | の 地球 - 小 惑星 間 住 復 航行 と 地球 放 骨 技術 の 確立 
平成 23 年 度 複合 材料 学会 論文 賞 ・ 日 本 複合 材料 学会 ・ 2011/5/1  : 平野 義 鎖 ・ 論文 [模擬 雷撃 加え た CFRP 積層 板 の 損傷 挙動 ] 
功 芝 : 日 本 合 材料 学 人 : 20115/1 : 右 川 了 司 : 永年 に わた る 簡 人 材料 学 お よび 日本 本村 学会 発展 の た め の 多 大 の 責 
Von Braun Award : National Space Society (NSS) : 2011/5/20 :「 は や ぶさ ] プ ロジ ェクト チー ム ・「 初 の 太陽 周回 天体 表面 へ の 往復 と 試料 の 帰還 の 成功 
ギネス : Guinness World Records 。 : 2011/5/23 : 小惑星 探査 機 [は や ぶさ ] : [世界 で 初め て 小惑星 か ら 物質 を 持ち 帰っ た 探査 機 | 
ロボ ティ クス メカ トロ ニク ス 部 門 技術 業績 芝 : 日 本 機 学 人 : 201175/27 : 宇宙 航空 研究 開発 : 時 探 衣 欄 [は や ぶさ | の サン プル 採取 の た め の 技術 
日 本 複合 材料 学会 功労 賞 : 日 本 後 人 材料 学会 : 2011/5/1  : 石川 際 司 ・ 日 本 に お ける 複合 材料 の 科学 技術 的 発展 と 、 そ の 普及 を 主 な 目的 と する 学会 の 目標 に 対す る 責 献 
ACERESEAHCHHORGANZATONDFTHEYEAR : フロ スト & サ リバ ン 福 ( 国 ) 。: 20116/2 中空 究 有人 : アジ ア 大 平 洋 地域 に お ける 宇 直 研 究 機関 と し て の 優れ た 調査 寅 
6 9 8 : 地上 用 部 品 の 鉛 フ リー 化 に 伴い 信頼 性 上 の 問題 で わる すず ウィ スカ に よる 短絡 放 障 リスク に 
第 23 回 秋季 信頼 性 シン ポジ ウム 2 2 : 5 : 関し て 皇 直 環 境 を 模 し た 熱 真空 試験 で は 地上 環境 と 異な る 形状 の ウィ スカ が 成長 する た め 、 
優秀 泊 人 信 要 作 学 全 au 、 うこ 、 : 短絡 故障 リス ク が 高い 形状 で ある こと を 明らか に し た 。 
8 8 8 : また 樹脂 コー ティ ング に よる ウィ スカ 成長 性 抑制 効果 と 材料 特性 の 関係 を 明らか に し た 
ベス ト ・ フ ァ ー ザ ー : 3e : 1 :「 は や ぶさ | プロ ジェ クト の 成功 で 、 こ れ か ら 育 つ 子 供 達 夢 と 希望 を 与え 、 
イエ ロー リボ ン 質 (学術: 部 間 ) MNT : 団 錠 な プロ ジェ クト の リー ダー と し て 、 プ ロジ ェクト を 直し た 「 父 的 | な 役割 を 果たし た と し て 
電波 功績 連 総 務 大 臣 党 : 電流 産業 会 : 2011/6/10 : 旦 軸 ステ ーション 補 比 = う の と り (HTV) : HTV 江 傍 接 近 シ ステ ム 通信 技術 の 開発 
ITJapanAward2011 特別 党 ・ 日 経 コン ピュ ー タ ・ 2011/7/12 :「 は や ぶさ ] プ ロジ ェクト ・「 は や ぶさ | プロ ジェ クト を 支え た シス テム 構築 プロ ジェ クト で の シス テム 構築 ・ 活 用 の 取り 組み に 対し て 
メダ ル 撮 与 : ロシア 大 統領 : 2011/8/2  : 若田 光一 野口 際 一 : 合計 63 名 の 主軸 飛行 士 が 有人 飛行 に お いて 国際 協力 の 大 き な 頁 献 を 行っ た と し て 
回 表 第 50 回 日 本 SF 大 会 Eo _ 8 ョ 利 導 和 - 店 
第 42 回 星雲 賞 自由 部 門 1 DONBURACONL 実行 委員 会 2011/9/3 5 は や ぶさ | プロ ジェ クト チー ム は や ぶさ ] (第 20 号 科学 衛星 WUSES-C) の 地球 帰 司 
日 本 ロボ ッ ト 学 会 実用 化 技術 近 : 日 本 ロボ ッ ト 学 会 : 2011/9/8  : 上 野 浩 史 、 土 井 忍 、 若 林 靖 史 き ぽ う | ロ ボッ ト アー ム と 装置 交換 機構 に よる 切 道上 組立 技術 の 実用 化 
呈 隔 1 9 : 宇宙 利用 ミッ ショ ン 本 部 及び 陸 域 観測 * >。ー、」 し 
感謝 状 : 第 - 革 海上 保安 2011/9712 人 星 だ いち | : 多年 に わた る 角 般 人 本 報 の 賞 提供 
機械 材料 ・ 材 料 加工 部 門 : : : 9 : M&P2010 発 表 [ 温 度 に 依存 する 熱 伝導 率 を 備え た 熱 機能 性 複合 材料 の 創製 | に て 
2010 年 技術 開 人 部 Ei BMN : 材料 加工 関連 の 学術 的. 技術 的 分 野 の 発展 に お いて 多大 な る 貢献 が あっ た と し て 
2011 年 度 計測 邊 動 制御 学会 学会 党 計 動 制御 学会 : 2011/9/15 大谷 濱田 吉 郎 意 西 時 、 電 中 、: 「 き く 8 号 ] の 道上 ロバ スト 将 制御 実 験 の 成功 に より 
技術 近 NR 名 : : 日 谷 真司 砂川 寺 、 池 田 正文 : 将来 の 同一 クラ ス の 衛星 の ロバ スト 姿勢 制御 へ の 途 を 切り 拓 い た と し て 
平成 23 年 度 航空 関係 者 表彰 「 空 の 夢 党 | : 日 本 航空 協会 : 2011.9.20 :「 は や ぶさ ] プ ロジ ェクト チー ム ・ 航空 中 直 に 対す る 夢 や 希望 を 与え 、 明 る い 話題 を 提供 する な どの ユニ ー ク な 貢献 が あっ た と し て 
了 設計 記 計 2 : 2011/9/24 : 四 : 航空 分 野 に お いて 世界 的 な イン パク ト を 与え る よう な 革新 的 技術 開発 と 統合 と を 
CAS Award for Innovation inAeronautics 際 航 空 科学 会 議 (ICAS) : (友人 決定 日 ) : 石川 隆 : 設計 と 製造 の 視点 も 含め て 完遂 し た (先進 合 材料 の 技術 研究 ) ※ 日 本 人 初 


AIAA2011 Space Operations and 
SupportAward 


AIAA2011 Space Automation and 
Robotics Award 


AA Team AchievementAward 
終身 委員 (称号 ) 

World Fellow( 称 号 ) 
ASIAGRAPH2011 匠 党 


WWAAC Awards (Who in Asian American 
Communities Award5) 


Alan.D.Emi 記 念 賞 
神奈 川 文化 党 


第 43 回 流体 力学 講演 会 / 航 空 宇宙 数 値 

シミ ュ レ ーション 技術 シン ポジ ウム 2011 

数 値 シ ミュ レー ショ ン 部 門 最 優秀 賞 

第 48 回 環境 工学 研究 フォ ー ラ ム 優 秀 ポ スタ ー 発 表 党 


: アメ リカ 航空 宇宙 学会 (AIAA) : 2011/9/28 


: アメ リカ 拉 宙 学会 (AAA) : 2011/1022 


: 国際 宇宙 航行 アカ デミ ー(IAA) : 2011/10/11 


: 国際 複合 材 料 委員 会 (CCM) : 2011/10/11 : 
: 国際 人 材料 委員 会 (CCM) : 2011/10720 : 
・ ASIAGRAPH : 2011/10/21 

: WWAACAllance Conference : 2011/10/24 : 
国際 宇宙 航行 連盟 (IAF) : 2011/10/24 8 
: 神奈 川 県 / 神 奈川 新聞 社  : 2011/1173 

: 日 本 航 空軍 学会 、 

・ 宇宙 航空 研究 開発 機構 ・2011/11/16 

・ 日 本 流体 力学 会 H 

: 二 木 学会 環境 工学 委 員 会 。: 2011/11727 


・「 は や ぶさ | プロ ジェ クト チー ム 


: JAXA ETS-VIIJEM Team 
・「 は や ぶさ | プロ ジェ クト チー ム 
: 石川 隆司 
古 際 語 
: 古川 
基 
自 


: 村山 横川 、 山 本 - 臣 、 
: 今村 太郎 他 3 名 


: 内 田 乱丁 和 香 ほか 


: 先進 合 材 料 工学 の 発展 に 尽く し 、 そ の 学術 の 還 
・ 上 記 終身 委員 の 中 で も さら に 功績 の 高い 人 物 で ある と し て ※ 日 本 人 初 
・ アジ ア の 技術 ・ コ ン テ ン ツ に 貢献 し た と し て 


・ 世界 で 初め て の 小惑星 か ら の サン プル リタ ー ン ミッ ショ ン に お ける 、 

:・ ミッ ショ ン 中 に 発生 し た 数 々 の 不具 合 を 克服 し ミッ ショ ン を 成功 に 導い た 成果 
・ 技術 試験 衛星 VI 型 [きく 7 号 (お り ひ め ・ ひ こぼし 
・ お よび |「 き ぼう 日 本 実験 棟 で の 先進 的 な 宇宙 ロボ ッ ト 技 術 の 開発 ・ 運 用 

: チー ム と し て 優れ た 業績 を 残し た 宇宙 プロ ジェ クト で あり 特に 国際 協力 プロ ジェ クト と し て 高く 評価 


ZETS.VI) 


際 交 流 に 大 き な 貢 献 を 果たし た と し て 


: 顕著 活躍 を し 成功 し た アジ ア 人 で ある と し て 
: 国際 宇宙 ステ ーション (SS) の 成功 と 輸送 シス テム 技術 へ の 貢献 
: 神奈 川 の 文化 の 向上 発展 に 尽力 し 、 そ の 功績 が 顕著 で あっ た と し て 


: 論文 和 空 機 一 輸 型 車間 部 か ら の 昔 発生 


こ 関 する 数 値 解析 ] 


: 中 南 に お ける メダ カ 錠 実験 の た め の 硝化 脱 容 手 法 の 開発 


届 ー ビ の ti| 


コン < ンー 


ァ 
2 


( 咽 汐 史 HLSm ロ ビーロ ビ 世 コー の い ) rm | 


L NOIT ユ ママ 内 ロコ INI 


1 日 


本 物 の 大 き さと 追 & 人 強 吉 め ! 


ンー 
前 田 時 志郎 くん が 筑波 宇宙 セン ター を 見 学 


「 映 画 で は 、 上 志 郎 と いっ し ょ に な っ た 
つも り で 、「 は や ぶさ ] の か っ こい いと こ 
ろ や 悲し いと ころ を 見 て 、 応援 し て ほし 
いで す 。 あと 、 ここ の 展示 館 で は 、 人 工 
衛星 の 大 き さ に ぴっ くり し まし た 。 本 物 5 
を 見 る と 、 す ご くい ろ ん な こと が 分 か り 
まし た 。 今日 は 来 ら れ て よかっ た で す !」 


相模 原 キ ャ ン パ ス 周 辺 を 舞台 に 撮影 され た 映画 | お か え り 、 。 
は や ぶさ (3 月 10 日 公開 ) に 出演 し た 子役 の 前 田 革 志郎 
くん (小学 5 年 生 、 漫才 コン ビ 「 ま え だ ま え だ ]」 弟 ) が 、 今 

筑波 宇宙 セン ター を 訪ね て くれ まし た 。 も ちろ ん 「 は や ぶ 
さ 」 の 実物 大 モデ ル は 相模 原 で 見 て いる の で す が 、 筑 波 の 展 
示 館 に 設置 され た 「 だ いち 」 や 「 か ぐ で や] や 「 こ う の と り 」 な ど 
の 実物 大 の 模型 に か な り 驚 いた 様子 で 、「 う わ ー っ 、 で か 
い ! |] と 歓声 を あげ て いま し た 。 里 志郎 くん が 体験 し た 「 き 
ぼ ぽう] 運用 管制 室 見 学 や 宇宙 飛行 士 訓練 の 様子 は 、JAXA 「 筑 波 宇宙 セン ター 
の 子供 向け WEB サイ ト [JAXA クラ ブ | で も ご 紹介 し て ER 2 
いま す の で ご 覧 くだ さい 。 一 http://www.jaxaclub.jp/ TH 財 


人 休館 年 末年 始 6 靖 
(12/291/3) 9 

施設 点検 等 で 臨時 休館 と な る 
場合 も ある た め 事 前 に ご 連絡 
下さ い 。 

人 @ お 問い 合わ せ ノ 
029-868-2023 


つく ば エク スプ レス 


外 環 自動 車道 


財団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 広報 ・ 調 査 事業 部 
[JAXAs] 配 送 サ ービス 窓 
TEL:03-6206-4902 


お が えり 、 け や ぶさ 
を 3 


「 お か えり 、 は や ぶさ ] 
3 月 10 日 全国 公開 (3D・2D 同 時 公開 ) 
出演 : 藤 原 竜也 、 査 、 三 浦 友和 、 前 田 星 志郎 / ご ミー ニニ ニー ニュー ニニ ニニ ニニ ニュ ーー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ピピ ニニ ニー ニニ ニー ヽ 、 
監督: 本 木 克 敵 脚本 : 金 子 あり さ ! ITAXAS] 配 送 サ ービス を 行っ て いま すご 自宅 や 職場 な ど 、 ご 指定 の 場 ! 
音楽 : 富 田 勲 ! 所 へ JAXAS を 配送 し ます 。 本 サー ビス ご 利用 に は 、 配 送 に 妥 す る 実費 を ! 
@⑥2012「 お か えり 、 は や ぶさ ] 製 作 委員 会 1 ご 負担 いた だ く こ と に な り ま す 。 詳し く は 下記 ウェ ブサ イト を ご 覧 くだ きい 。 1 
ピ http://Wwww.jaxas.jp/ 1 
y 8 @ お 問い 合わ せ 先 ! 
: H 
| 
i 


リサ イク ル 台 性 (⑯) | 』 上 
徐 へ 大 み 、 宇 二 を く 広報 部 〒100-8260 東京 都 千 代田 区 丸の内 1-6-5 JAXA ウ ェ ブ サイ ト http://wwwJjaxa.jp/ 
宇宙 航空 研究 開発 機構 丸の内 北 ロ ビル ディ ング 3 階 メー ル サ ー ビ ス http://www.jaxa.jp/pr/mail/ 


Japan Aerospace Exploration Agency TEL:03-6266-6400 FAX:03-6266-6910 JAXA's 配 送 サ ービス http://Www.jaxaS.jp/ 


